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破壊的イノベーションが起きるのは「既存製品の特性のせいで潜在的顧客数が制限されている

とき，または不便で集中的な場所で消費を行わざる得ないときである」とされ，完成度の低い技

術レベルでこそ大きな伸びしろがあるとするローエンド型の重要性を説き，「モジュール化」と「バ

リューチェーン進化」がキーワードとされた [1],[2]．ところで，X 線とレーザーの特徴を併せ持

つ「X 線自由電子レーザー」（XFEL）は，材料を原子レベルで解析できる“夢の光”である．し

かし，km 級の大型加速器が必要で，それを実現した最新実験施設（SACLA）は国内に 1 台のみ

であり，誰もが簡単に使えるものではない．そこで ImPACTプログラム「ユビキタス・パワーレ

ーザーにおける安心・安全社会の実現」では，最先端の XFEL や，いまだ小型化が実現していな

い高出力のパルスレーザーをいつでもどこでも簡単に使えるように超小型化することで「ユビキ

タス化」し，安全・安心・長寿社会の実現に寄与する新技術・新産業の創出に挑戦してきた [3]．

そして JST 未来社会創造事業において「レーザー駆動による量子ビーム加速器の開発と実証」が

採択され現在に至る [4]．一方，我々は物質・材料を微細に秩序制御することで光学機能を増強，

新機能を発現させジャイアントな光を望む“ジャイアントマイクロフォトニクス”の分野創出に

取り組んできた [5]-[13]．これにより従来は大型であったパワーレーザーをダウンサイズし，新た

な応用分野を切り開くと共に，大規模化する事で装置性能を飛躍的に高めサイエンスのフロンテ

ィアを前進させる事が可能となる．本シンポジウムでは，先端科学であるレーザーによる粒子加

速の実証と実用化を目指した取り組みから，高輝度パワーレーザーの小型化・モジュール化によ

る産業・医療やセキュリティ分野などでの社会実装の可能性までを議論したい．今後，より多く

の人々の協力を得てこの流れを確実にすると共に，次のイノベーションの糸口に繋げたい． 
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